
 

 

 

 

 

                 「One Team」から「OurTeam」へ 
副校長  砂 場 路 子 

「今日も暑いですね。」この言葉を今年ほど毎日のように聞いた年はないと思います。長かった暑い夏もようやく終

わりを迎えようとしています。朝晩の風からは、秋の訪れを感じるようになりました。「暑さ寒さも彼岸まで」と昔の

人はよく言ったものです。土手を歩くと彼岸花（曼珠沙華）が誰が教えたともなく真っ直ぐ茎を伸ばし、燃えるよう

な真っ赤な花を咲かせています。確実に自然は、秋の訪れを教えてくれます。 

秋と言えば、「○○の秋」という言葉があるとおり、何をするにもちょうどよい季節。私は、なんといっても「スポ

ーツの秋」。スポーツは、するのも観るのも好きなので、パリ五輪出場をかけて全力で臨む選手の姿をテレビのリモコ

ン片手に観戦しています。最後まで全力でぶつかる選手の姿に心打たれます。「練習は裏切らない。」そんな言葉も幾

度となく耳にしました。そのような中で、注目のラグビー。今年のテーマは「Our Team」。一人一人全員が当事者意識

をもって自分達のラグビーをするという意味だそうです。誰かのではなく自分のTeamとして次の試合も勝利をと願う

「にわかファン」の私です。 

さて、スポーツの秋と言えばこれから迎える運動会。今年のスローガンは「最後まで 笑顔満開 三色の華」。勝っ

ても負けても全力を尽くす、笑顔あふれる運動会にしたい、そんな思いあふれるスロー 

ガンです。アフターコロナ初の運動会。一人一人に活躍の場をと演技内容を見直しま 

した。昨年度まで、６年生だけに限られたリレーを全学年で行います。行事を通して 

子供たちは成長をしていきますが、もう一度運動会のねらい「日常の体育学習の成果 

を発表すると共に、運動に親しみ、自らの健康を保持増進しようとする意欲を高める。」 

に立ち返り、日々の生活リズムを崩すことがない 

よう、計画的に練習に取り組んでいます。演技運営に当たっては５・６年生の子  

供たちが委員会毎の枠組みの中で役割分担して仕事に取り組むと共に、演技に参加

していきます。また、色毎に、応援リーダーを中心に下学年をリードしながら熱の

こもった応援を繰り広げるべくアイデアを出し合い準備を進めています。当日は、

一人一人の子供たちの笑顔輝くまさに「Our Team」として活躍する姿を保護者の皆

様にも観ていただけたらと思います。３年ぶりの人数制限のない運動会です。ご家 

族の皆様おそろいでどうぞおいでください。 

 運動会が終われば、前期終業式を迎えます。あどけない表情だった１年生も学習に真剣に向かうたくましい姿が見られる

ようになりました。６年生にとっては、全てが小学校生活最後。日々を大切に過ごしていることが伺えます。どの学年も4

月からの成長を大きく感じます。後期も様々な行事がありますが、保護者の皆様には、引き続き温かいご支援・ご協力をよ

ろしくお願いいたします。 

 最後になりましたが、尚徳クリーン活動では懇話会を中心として、たくさんの方に参加していただきました。暑い最中で

の活動でしたが、緑豊かな広大な土地がずいぶんすっきりとし快適に生活しています。この場を借りて感謝申し上げます。 

 

＊＊＊ 夏休み作品展 ＊＊＊ 

９月５日（火）、７日（木）、８日（金）に夏休み作品展を開催しました。本年度は３階

の多目的室に全学年の作品を展示し、多くの保護者の皆様から鑑賞しやすくなったとご感

想をいただきました。 

子供たちは長い夏休みを使って、自由研究、図画、工作、習字などに取り組みました。

今回は１つの会場に６学年の子供たちの作品を展示することで、子供たちは同学年のみな

らず、異学年の多様な作品を見て、「次はこういう研究をしたい。」「こんな発想で作品づ

くりをしたんだね。」「こんな作品を自分も作ってみたい。」などの感想があり、多くの刺激をもらった様子でした。 

「尚徳」９月号 第６１２号 令和５年９月２８日 

鳥取大学附属小学校 学校便り 

https://sho.fuzoku.tottori-u.ac.jp/ 

 

題字「尚徳」は，住川英明 元地域学部教授（元校長） 

小体連陸上大会での応援 


